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小
生
は
、9
月
に

75
歳
に
な
る
の
で
、

ま
ず
認
知
機
能
検
査

を
受
け
た
。84
点
で

あ
っ
た
。こ
の
検
査

の
結
果
で
、免
許
更

新
で
は
、50
点
以
上
で
高
齢
者
講

習
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。49
点

未
満
で
は
、臨
時
適
性
検
査
等
で

医
師
が
認
知
症
か
ど
う
か
の
判
断

を
さ
れ
る
。▼
認
知
機
能
検
査
の

中
に
、16
個
の
絵
を
見
て
、数
十
分

後
に
ど
ん
な
絵
か
の
問
に
、名
前

を
11
個
書
け
た
。次
の
ペ
ー
ジ
で
分

野
別
さ
れ
て
お
り
、4
個
の
名
前

を
追
加
出
来
た
。短
期
記
憶
の
検

査
で
あ
っ
た
が
、1
個
出
来
な
か
っ

た
こ
と
に
、高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。認
知
症
と

思
い
た
く
な
い
が
。▼
40
歳
か
ら

水
晶
体
の
弾
性
が
失
わ
れ
て
、輻

輳
反
射
時
間
が
長
く
な
る
。以
前

利
用
し
た
車
で
は
フ
ェ
ン
ダ
ー
ミ

ラ
ー
は
前
方
に
あ
り
、左
右
で
の
後

方
確
認
に
は
目
線
を
わ
ず
か
に
左

右
に
移
す
だ
け
で
よ
か
っ
た
。ド
ア

ミ
ラ
ー
で
は
、目
線
を
移
し
、更
に

前
方
も
ど
す
時
に
、反
応
時
間
が

長
く
な
り
、瞬
間
的
に
前
方
不
注

意
に
な
っ
た
。▼
人
間
の
老
齢
化
を

無
視
し
た
ド
ア
ミ
ラ
ー
の
車
し
か

手
に
入
り
に
く
い
。生
理
的
に
機
能

低
下
や
認
知
低
下
に
応
じ
た
車
の

構
造
の
改
善
・
開
発
が
必
要
で
あ

る
。逆
走
な
ど
の
起
こ
ら
な
い
環

境
整
備
も
必
要
で
あ
る
。免
許
証

の
返
還
に
は
、日
常
生
活
の
維
持

を
保
障
す
る
公
的
交
通
機
関
の
整

備
も
必
要
で
あ
ろ
う
。�

（
憲
）

本号の主な内容

待合室からキャンペーン
「クイズで考える私たちの医療」

　

医
療
・
社
会
保
障
制
度
を
め

ぐ
っ
て
は
、75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
の
原
則
2
割
化
や
外
来
受
診
時

の
定
額
負
担
な
ど
、改
悪
計
画
が

続
い
て
い
ま
す
。所
得
の
増
加
も

見
込
め
な
い
な
か
、経
済
的
な
理

由
か
ら
、必
要
な
治
療
や
薬
を
中

断
す
る
な
ど
い
わ
ゆ
る「
受
診
抑

制
」が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
医
療
機
関
の
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、協
会
・
保
団

連
で
は
、医
療
制
度
に
関
す
る
情

報
活
動
の
一
環
と
し
て
、今
年
も

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
以
下「
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
」）に
取
り

組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、回
を
重
ね

る
ご
と
に
反
響
も
大
き
く
な
っ
て

お
り
、先
生
方
と
患
者
さ
ん
を
、

「
保
険
で
よ
り
よ
い
医
療
を
」の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル

と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、応
募
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、

「
お
金
の
不
安
な
く
治
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
」、「
子
ど
も
の
医

療
費
の
補
助
制
度
を
充
実
し
て
ほ

し
い
」な
ど
、活
動
の
参
考
に
な
る

ご
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
署
名
」も
お
送
り
し
て
い
ま
す

　

会
員
の
先
生
方
に
は
、ク
イ
ズ

チ
ラ
シ
と
一
緒
に
、「
患
者
負
担
を

増
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請

願
」（
通
称
：「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
」署
名
。以
下

「
署
名
」）を
今
月
初
旬
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。請
願
項
目
は
、患
者

負
担
を
増
や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

（
①
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を
原

則
1
割
か
ら
2
割
に
し
な
い
こ

と
、②
受
診
す
る
た
び
に
1
0
0

円
～
5
0
0
円
を
窓
口
医
負
担
に

上
乗
せ
し
な
い
こ
と
、③
痛
み
止

め
な
ど
、薬
の「
保
険
は
ず
し
」や

患
者
負
担
増
を
行
わ
な
い
こ
と
）、

お
金
の
心
配
な
く
安
心
し
て
受
診

で
き
る
よ
う
、窓
口
負
担
を
軽
減

し
て
く
だ
さ
い
、の
2
項
目
で
す
。

い
ず
れ
の
項
目
も
医
療
従
事
者
、

患
者
さ
ん
共
通
の
願
い
で
す
。

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
＆
署
名
を

協
会
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
も
署
名
も
、先

生
、ス
タ
ッ
フ
、患
者
さ
ん
な
ど
ど

な
た
で
も
ご
応
募
、ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
。窓
口
に
置
い
て
い
た

だ
く
な
ど
、患
者
さ
ん
に
ご
協
力

を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
ク
イ
ズ
の
答

え
と
感
想
、必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。切
手
の
貼
付
は
不
要
で

す
。な
お
、ご
応
募
は
お
一
人
様
1

通
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま

た
、当
選
の
発
表
は
、景
品
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

署
名
は
集
約
後
、地
元
選
出
の

国
会
議
員
な
ど
を
通
じ
て
、国
会

（
衆
参
両
議
員
議
長
宛
）へ
提
出
し

ま
す
。署
名
は
国
民
の
要
求
を
国

会
に
反
映
さ
せ
る
有
効
な
手
段
の

1
つ
で
す
。請
願
項
目
の
実
現
に

向
け
多
く
の
声
を
集
め
て
く
だ
さ

い
。な
お
、ご
記
入
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
目
的
以
外
に
し
よ
う
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ク
イ
ズ

チ
ラ
シ
・
署
名
用
紙
の
追
加
注
文
分

は
無
料
で
お
届
け
し
ま
す
。協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
締
切

2
0
1
9
年
1
月
15
日

・
第
一
次
署
名
集
約

2
0
1
8
年
10
月
31
日

　

2
0
1
7
年
度
に
実
施
さ
れ
た

「
医
科
・
歯
科
個
別
指
導
、新
規
個

別
指
導
」及
び「
施
設
基
準
に
係
る

適
時
調
査
」の
結
果
に
関
す
る
資

料
に
つ
い
て
、こ
の
度
中
国
四
国

厚
生
局
よ
り
開
示
、入
手
し
ま
し

た
の
で
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

17
年
度
の
個
別
指
導
の
大
き
な

特
徴
は
、「
高
点
数
」で
選
定
さ
れ

た
保
険
医
療
機
関
に
個
別
指
導
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。16
年

度
実
施
分
ま
で
は「
高
点
数
」で
選

定
さ
れ
る
も
、実
施
は
ゼ
ロ
で
し

「
高
点
数
」選
定
の
個
別
指
導
が
行
わ
れ
る

2
0
1
7
年
度
個
別
指
導
等
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

（
関
連
記
事
・
4
面
～
6
面
）

個
別
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。「
高

点
数
」選
定
は
、集
団
的
個
別
指
導

（
以
下「
集
個
」）を
受
け
た
翌
年
も

高
点
数
が
続
く
と
翌
々
年（
集
個

を
受
け
た
年
の
2
年
後
）に
個
別

指
導
と
さ
れ
る
仕
組
み
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

医
科
・
歯
科
ご
と
の
個
別
指
導
等

の
指
摘
事
項
、ま
た
、適
時
調
査
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、協
会
の
医

科
社
保
学
術
部
会
、歯
科
社
保
対

策
部
会
な
ど
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

本
号
よ
り
順
次
掲
載
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す（
医
科
の
指
摘
事

項
を
6
面
に
、歯
科
の
指
摘
事
項
の

概
要
を
5
面
に
掲
載
）。

　

協
会
は
、指
導
、監
査
改
善
対
策

及
び
適
時
調
査
対
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
、テ
キ
ス
ト
の
発
行
や
相

談
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
が
、17
年
度
は
医
科
が
20
、歯
科

が
6
、合
計
26
保
険
医
療
機
関
が開示された指導結果通知

医の眼、
 歯科の眼

2面

3面

6面

4面

5面

主張「『国連障害者権利条約』の目指す共生社会の実現に」
／西日本豪雨災害関連
会員訪問／日本医師会今村聡副会長と損税解消に向けて
意見交換－中国ブロック
医科研究会／医科・歯科2017年度の個別指導・新規個別
指導及び施設基準に係る適時調査の結果について
歯科施設基準に係る研修会／歯科社保情報

「被爆樹木を訪ねながら　肥田舜太郎先生の1945年8月6
日、7日の足跡をたどる」
雇用問題等Ｑ＆Ａ／ＩＣＡＮのティム・ライト氏と広島反核ＮＧＯ
との意見交換会

7面

保
険
医
年
金
受
付
中
！

保
険
医
年
金
受
付
中
！

ま
で　

休
保
制
度
も
加
入
受
付
中

ま
で　

休
保
制
度
も
加
入
受
付
中

（木）（木）

1010／／2525

広島県保険医協会
は特定秘密保護法・
安全保障関連法に
反対します

今年もやります！

クイズチラシと署名用紙は
別途お送りしています
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西
日
本
豪
雨 

県
内
複
数
の

地
域
で
甚
大
な
被
害

交
通
網
寸
断
、断
水
で
精
神
的
な
負
担
も
増

　

西
日
本
豪
雨
で
大
雨
特
別
警
報

が
最
初
に
出
さ
れ
て
か
ら
、2
カ

月
を
超
え
ま
し
た
。8
月
に
は
複

数
の
台
風
が
西
日
本
に
接
近
し
、

豪
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
作
業
に
、

台
風
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
作
業
も

重
な
り
、被
災
者
の
負
担
を
増
加

さ
せ
て
い
ま
す
。広
島
県
災
害
対

策
本
部
の
発
表
に
よ
る
と
、豪
雨

災
害
で
の
行
方
不
明
者
は
6
人
、

広
島
市
、熊
野
町
、坂
町
あ
わ
せ
て

1
0
0
人
超
の
方
が
現
在
も
避
難

さ
れ
て
い
ま
す
。20
市
町
6
2
4

箇
所
で
土
砂
災
害
が
発
生
。山
陽

自
動
車
道
は
早
期
に
復
旧
し
ま
し

た
が
、広
島
呉
道
路
、Ｊ
Ｒ
山
陽
本

線
、呉
線
、芸
備
線
、福
塩
線
の
全

線
開
通
に
は
時
間
を
要
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
被
害
状
況
を
調
査
、見
舞

金
支
給
を
決
定

　

協
会
で
は
、7
月
20
日
よ
り「
会

員
被
害
状
況
調
査
」を
行
っ
て
お

り
、こ
れ
ま
で
に
96
人
の
会
員
か

ら
被
害
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
会

員
か
ら
は
、「
地
上
約
3
ｍ
の
浸

水
。1
階
診
療
室
部
分
が
天
井
近

く
ま
で
水
没
し
た
た
め
、改
装
、機

器
設
備
等
を
揃
え
て
再
開
す
る
ま

で
は
診
療
は
不
能
で
、休
診
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
」「
1
階
部
分

は
全
て
使
用
不
可
。洗
浄
後
消
毒
、

ド
ア
・
壁
・
床
取
り
替
え
や
張
り
替

え
。診
療
へ
の
影
響
は
極
め
て
大

き
い
。予
想
を
越
え
る
膨
大
な
復

旧
費
に
頭
を
抱
え
る
」と
い
う
深

刻
な
声
や
、ス
タ
ッ
フ
が
命
を
落

と
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。交
通
網
が
寸
断
さ

れ
た
こ
と
で
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
医
療
機
関
に
通
っ

た
、ス
タ
ッ
フ
の
通
勤
が
困
難
と

な
り
予
約
を
制
限
し
た
、往
診
の

際
に
車
輛
が
破
損
し
徒
歩
で
の
診

療
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の
対
応
を

迫
ら
れ
た
先
生
も
あ
り
ま
す
。ま

た
広
範
囲
で
断
水
の
被
害
が
発
生

（
8
月
10
日
時
で
全
県
解
消
）し
、

医
療
に
欠
か
せ
な
い
水
の
確
保
に

奔
走
さ
れ
た
先
生
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。長
期
に
渡
る
断
水
で「
入
院

言
葉
や
見
舞
金
が
届
い
て
い
ま

す
。先
の
役
員
会
で
、被
害
状
況
調

査
の
結
果
を
集
約
し
た
後
、寄
せ

ら
れ
た
見
舞
金
は
、順
次
被
災
さ

れ
た
会
員
へ
支
給
し
て
い
く
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。被
災
状
況
の

ご
連
絡
が
ま
だ
の
先
生
は
、お
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

広
島
災
対
連
が
広
島
県
へ
要
請

　

協
会
も
参
加
す
る「
災
害
被
災

者
と
災
害
対
策
改
善
を
求
め
る
広

島
県
連
絡
会（
県
災
対
連
）」で
は
、

8
月
24
日
、二
度
目
の
県
要
請
を

行
い
ま
し
た
。広
島
県
か
ら
は
危

機
管
理
課
総
務
グ
ル
ー
プ
、環
境

県
民
局
循
環
型
社
会
課
一
般
廃
棄

物
グ
ル
ー
プ
か
ら
9
人
の
職
員
が

出
席
、「
災
害
・
被
災
者
支
援
制
度
」

の
運
用
に
絞
っ
た
内
容
で
要
請
し

ま
し
た
。主
な
要
請
項
目
は
次
の

と
お
り
。

○
罹
災
証
明
書
に
お
け
る
判
定
に

つ
い
て

・�「
外
観
に
よ
る
判
定
：
で
あ
る
第

一
次
調
査
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、「
異
議
申
立
」制
度
が
あ
り
、

内
部
調
査
に
よ
る「
第
二
次
調

査
」が
あ
る
こ
と
を
周
知
い
た
だ

く
こ
と
。

・�

府
政
防
第
8
4
2
号
平
成
16
年

10
月
28
日「
浸
水
等
に
よ
る
住
宅

被
害
の
認
定
に
つ
い
て
」の「
床

上
浸
水
」等
の
被
害
の
状
況
に
応

じ
、被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を

積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
い
。

○
災
害
救
助
法
の「
障
害
物
の
除

去
」に
つ
い
て

・�

災
害
救
助
基
準「
障
害
物
の
除

去
・
1
世
帯
当
た
り『
1
3
5
，

4
0
0
円
以
内
支
給
』『
災
害
発

生
か
ら
10
日
以
内
』に
つ
い
て
、

患
者
も
お
り
、水
の
確
保
の
た
め

精
神
的
に
疲
労
」と
の
報
告
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
団
連
か
ら
は
全
国
の
保
険
医

協
会
・
会
員
へ「
西
日
本
豪
雨
災
害

救
援
募
金
」が
呼
び
か
け
ら
れ
て

お
り
、他
協
会
か
ら
お
見
舞
い
の

被
災
住
民
の
状
況
・
要
望
を
聞
く

中
で
、当
面
3
ヶ
月
、金
額
は
必

要
金
額
に
延
長
・
拡
大
す
る
こ
と

を
国
に
求
め
る
こ
と
。

○
災
害
救
助
法
の
応
急
修
理
に
つ

い
て

・�

災
害
救
助
基
準「
災
害
に
か

か
っ
た
住
宅
の
応
急
修
理

58
万
4
0
0
0
円
、災
害
発
生
時

か
ら
1
ヶ
月
以
内
」に
つ
い
て
、

被
災
住
民
の
状
況
・
要
望
の
中

で
、当
面
3
カ
月
に
延
長
・
拡
大

す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

○
災
害
救
助
法
の
運
用
に
つ
い
て

・�

災
害
救
助
法
の「
障
害
物
の
除

去
」、「
応
急
修
理
」に
つ
い
て
は
、

対
象
が
半
壊
以
上
と
な
っ
て
い

る
が
、そ
の
運
用
を
柔
軟
に
お
こ

な
う
こ
と
。

（
要
請
書
よ
り
抜
粋
）

　

要
請
書
提
出
時
の
懇
談
で
は
、

被
災
住
民
へ
情
報
が
十
分
伝
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
意
見
と
し

て
出
さ
れ
、「
自
治
体
を
通
じ
て
周

知
さ
せ
て
い
く
」と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。県
災
対
連
で
は
引
き

続
き
、要
請
・
懇
談
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
減
免
制
度
適

用
に
つ
い
て

　

災
害
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

に
は
、市
民
税
・
県
民
税
の
減
免
制

度
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

各
自
治
体
か
ら
特
別
徴
収
義
務
者

（
事
業
所
）へ
文
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

居
住
し
て
い
る
住
宅
の
全
壊
や

半
壊
、家
財
な
ど
が
被
害
を
受
け

た
際
は
、7
月
分
以
降
の
住
民
税

の
減
免
制
度
の
対
象
と
な
る
場
合

あ
り
ま
す
。所
得
や
損
害
額
等
に

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、特
別
徴

収
義
務
者
、被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、自
治
体
か
ら
の
連
絡
文
書

を
確
認
い
た
だ
く
か
、自
治
体
の

市
民
税
課
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

主　張
「
国
連
障
害
者
権
利
条
約
」の
目
指
す

共
生
社
会
の
実
現
に

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、2
0
1
3
年

の
障
害
者
は
推
計
で
7
8
7
万
9
千
人（
全
人
口

の
6
・
2
％
）が
、2
0
1
6
年
に
は
9
3
6
万
6
千

人（
同
7
・
4
％
）に
増
え
て
い
る
。内
訳
は
、身
体
障

害
が
4
3
6
万
人
・
知
的
障
害
が
1
0
8
・
2
万
人
・

精
神
障
害
が
3
9
2
・
4
万
人
で
あ
り
、10
％
に
な

る
日
が
近
い
と
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
障
害
者
は

私
た
ち
の
ご
く
身
近
に
存
在
し
て
い
る
が
、そ
の
実

態
に
つ
い
て
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。2
0
1
6

年「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」（
注
1
）が
実
施
し
た「
地
域
生

活
実
態
調
査
」で
は
81
・
6
％
が
相
対
的
貧
困
以
下
、

98
・
1
％
は
年
収
2
0
0
万
円
以
下
、生
活
保
護
受

給
者
は
障
害
の
な
い
人
の
6
倍
以
上
に
及
ん
で
い

る
。主
た
る
原
因
は
障
害
年
金
の
低
さ
と
低
賃
金
に

あ
る
。障
害
者
の
半
数
は
働
い
て
い
る
が
、一
般
就

労
は
わ
ず
か
で
あ
り
、多
く
は
最
低
賃
金
を
か
な
り

下
回
る「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」（
注
3
）で

働
い
て
い
る
。

　

2
0
1
7
年
7
月
、倉
敷
市
の
株
式
会
社「
あ
じ

さ
い
の
友
」な
ど
が「
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所（
以
下
Ａ
型
事
業
所
）」（
注
2
）5
か
所
を
閉

鎖
し
2
2
0
人
を
解
雇
し
た
。同
じ
こ
と
が
福
山
市

で
も
起
き
た
。2
0
1
7
年
11
月
17
日
、福
山
市
の

Ａ
型
事
業
所
で
あ
る
一
般
社
団
法
人「
し
あ
わ
せ
の

庭
」で
働
い
て
い
た
障
害
者
1
1
2
人
と
職
員
32
人

が
一
斉
に
解
雇
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
は
、2
0
1
7

年
4
月
、厚
生
労
働
省
が
補
助
金
を
利
用
者
の
賃

金
に
充
て
る
こ
と
を
原
則
禁
止
に
し
た
こ
と
が
契

機
と
な
っ
た
が
、2
0
0
6
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
自
立
支
援
法
で
障
害
者
関
連
事
業
へ
の
規
制
を

取
り
払
い
、株
式
会
社
も
参
入
出
来
る
よ
う
に
し
た

こ
と
に
本
当
の
原
因
が
あ
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
型

事
業
所
が
大
幅
に
増
え
た
が
、約
半
数
は
株
式
会
社

だ
っ
た
。そ
の
中
に
は
障
害
者
福
祉
の
理
念
や
経
営

意
識
に
欠
け
た
補
助
金
目
当
て
の
株
式
会
社
が
あ

り
、利
用
者
数
や
就
労
時
間
を
水
増
し
し
た
給
付
金

の
不
正
受
給
も
後
を
絶
た
ず
、規
制
緩
和
の
副
作
用

が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　

元
々
、国
の
障
害
者
福
祉
へ
の
支
出
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、福
山
市
に
あ
る
Ａ
型
事
業
所
19
か
所
は

日
常
品
な
ど
の
支
出
を
切
り
詰
め
、障
害
者
の
為
に

真
面
目
に
経
営
し
て
い
る
施
設
も
多
く
あ
る
が
、7

割
に
近
い
事
業
所
が
赤
字
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

　
「
し
あ
わ
せ
の
庭
」は
利
用
者
に
、事
前
の
説
明
も

な
く
解
雇
通
知
書
を
郵
送
し
て
き
た
。内
容
は
明
日

の
日
付
で
解
雇
す
る
事
、再
就
職
の
支
援
は
行
政

に
任
せ
る
事
、10
月
・
11
月
の
給
与
は
払
え
な
い
と

の
内
容
だ
っ
た
。福
山
市
は
、「
し
あ
わ
せ
の
庭
」の

経
営
難
が
判
明
し
た
時
よ
り
、利
用
者
保
護
に
取

り
組
む
よ
う
改
善
勧
告
を
出
し
て
い
た
が
、そ
れ
ら

を
無
視
し
た
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
障
害
者
の
人

権
を
無
視
し
た
や
り
方
に
、利
用
者
や
家
族
は「
破

産
寸
前
だ
っ
た
の
に
な
ぜ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
募
集
し

て
い
た
の
か
」「
明
日
か
ら
の
生
活
を
ど
う
し
よ
う
」

「
せ
っ
か
く
で
き
た
友
人
と
別
れ
る
の
が
辛
い
」な

ど
、怒
り
や
不
安
を
口
に
し
て
い
る
。

　

障
害
者
と
か
か
わ
り
の
あ
る
精
神
科
医
は「
障
害

者
が
失
っ
た
も
の
は
単
に
収
入
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。働
く
こ
と
を
通
し
て
同
僚
と
築
い
た
人
間
関

係
、さ
ら
に
は
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
、そ
し

て
最
も
大
切
な
人
間
と
し
て
の
誇
り
で
す
」と
話
し

て
い
る
。

　

2
年
前
の「
や
ま
ゆ
り
園
事
件
」の「
重
度
障
害
者

は
不
幸
を
作
る
事
し
か
で
き
な
い
の
で
、い
な
い
ほ

う
が
い
い
」と
い
う
被
告
の
殺
人
正
当
化
の
発
言
、

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
子
供
を
つ
く
ら
な
い
。つ
ま
り『
生
産

性
』が
な
い
」と
の
自
民
党
杉
田
水
脈
衆
院
議
員
の
投

稿
、そ
し
て
、「
し
あ
わ
せ
の
庭
」で
の
人
権
無
視
の
解

雇
は
多
く
の
人
を
傷
つ
け
た
。こ
れ
ら
に
共
通
す
る

の
は
、経
済
成
長
に
役
立
た
な
い
人
へ
の
差
別
・
人
権

無
視
の
考
え
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

私
た
ち
は
、日
本
も
批
准
し
た「
国
連
障
害
者
権
利
条

約
」が
掲
げ
る
、ど
ん
な
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
互
い

に
尊
重
し
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
権

利
が
認
め
ら
れ
た
共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。こ
の

世
界
に
必
要
で
な
い
人
は
い
な
い
の
で
す
。

【主張関連資料】
（注 1）「きょうされん」　1977 年に障害のある人たちの願
いをもとに、16 ヵ所の共同作業所によって結成され、現
在は、就業系事業をはじめ、グループホームや相談事業
所など障害のある人が生きていく上で関わるすべての事
業を対象としており約 1850 ヵ所の加盟事業所により構成
されている。

（注 2）「就労継続支援Ａ型事業所」　一般企業での就労が
困難な障害者と雇用契約を結び、最低賃金以上の支払い
を保証する。2006 年施行の「障害者自立支援法（現「障
害者総合支援法」）」で制度化。全国約 3600 カ所、約 6 万
6 千人が利用する（17 年）。

（注 3）「就労継続支援Ｂ型事業所」　Ａ型事業所とは違い、
雇用契約を結ばず、働く場の提供と就労訓練を行う。全
国約 1 万 1152 施設、23 万 1567 人が利用（17 年）。平均
賃金は月額 1 万 5033 円（15 年度）で、Ａ型事業所の月
額平均賃金 6 万 7795 円の 4 分の 1 程度。

会員の被害状況調査にご協力ください
被害状況調査の用紙はホームページ「会
員の方へ・災害関連情報」のページから
ダウンロードいただけます。また、協会
にご連絡いただけましたら、ファックス・
郵送などで、再送いたします。
http://www.hiroshima-hokeni.net/member/
index.html
広島県保険医協会電話　082-262-5424
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「
非
課
税
実
額
還
付
」や「
不
課
税

化
」は
大
変
参
考
に
／
日
医

　

中
国
5
県
の
保
険
医
協
会
で
構

成
す
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会（
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
）は
7
月
26
日
、日
本

医
師
会
館
で
、医
療
機
関
の
消
費

税「
損
税
」問
題
を
め
ぐ
り
、日
本

医
師
会
の
今
村
聡
副
会
長
と
懇
談

し
ま
し
た
。中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
、濵
田
陽
一
郎
先
生（
島
根
協
会
）

を
団
長
に
、家
原
猛
先
生（
鳥
取
協

会
）、上
田
喜
清
先
生（
広
島
協
会
）、

林
田
英
嗣
先
生（
山
口
協
会
）、各
協

会
の
税
経
担
当
事
務
局
の
9
名
が

参
加
。日
本
医
師
会
は
、今
村
聡
副

会
長
、年
金
・
税
制
課
の
辻
村
亨
課

長
代
理
、宮
澤
隆
志
同
課
長
補
佐
、

上
林
由
美
子
同
主
査
、日
医
総
研

の
問
題
が
残
る
こ
と
に
つ
い
て
の

質
問
と
、「
非
課
税
実
額
還
付
制
度

と
医
療
の
不
課
税
化
、そ
し
て
、そ

れ
ら
で
は
救
済
さ
れ
な
い
小
規
模

零
細
医
療
機
関
へ
の
対
策
な
ど
大

変
興
味
深
く
、年
末
に
向
け
た
交

渉
の
参
考
に
し
た
い
」と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

消
費
税
の
損
税
解
消
は
喫
緊
の
課

題
―
問
題
は
診
療
報
酬
に
補
填
し

た
点
数
の
取
り
扱
い

　

次
に
話
題
は「
引
き
剥
が
し
」問

題
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

今
村
副
会
長
か
ら
は
、「
財
務
省

は
診
療
報
酬
に
消
費
税
分
を
補
填

し
た
と
主
張
し
て
い
る
。個
人
的

に
は
少
な
く
と
も
5
％
ま
で
の
分

は
既
に
消
滅
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
が
、官
僚
に
は
通
じ
な
い
」と

し
た
上
で
、「
す
で
に
補
填
し
た
と

さ
れ
る
診
療
報
酬
分
を
引
き
剥
が

す
に
は
、マ
イ
ナ
ス
改
定
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。5
％
ま
で
の
補
填

は
と
も
か
く
、8
％
へ
の
引
き
上

げ
時
に
は
医
科
で
は
初
診
料
で
12

点
、再
診
料
で
3
点
が
、消
費
税
分

と
し
て
加
算
さ
れ
て
い
る
。そ
の

た
め
、こ
れ
ら
の
点
数
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、中
医

協
で
基
本
診
療
料
1
点
引
き
上
げ

の
角
田
政
主
席
研
究
員
の
5
名
が

応
対
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
は
、来
年
度
の
税

制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
る
と

さ
れ
る「
損
税
」の
具
体
的
な
解
決

方
針
策
定
に
向
け
、中
国
ブ
ロ
ッ

ク
が
求
め
て
い
る「
非
課
税
実
額

還
付
制
度
」や
次
善
の
策
で
あ
る

「
医
療
の
不
課
税
化
」の
趣
旨
を
説

明
し
、こ
れ
ら
が
検
討
対
象
と
し

て
加
え
ら
れ
る
よ
う
日
医
と
し
て

尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
濵
田
団
長
が
懇
談
へ

の
謝
辞
を
交
え
、「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
は
日
本
医
師
会
が
ま
と
め

ら
れ
た『
非
課
税
還
付
』制
度
に
賛

同
の
立
場
で
あ
り
、そ
の
具
体
的

手
立
て
の
一
つ
と
し
て
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
で
提
案
し
て
い
る『
非
課

税
実
額
還
付
制
度
』と
財
務
省
懇

談
で
ア
ド
バ
イ
ス
の
あ
っ
た『
医

療
の
不
課
税
化
』に
つ
い
て
、忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
頂
き
た
い
」と

挨
拶
。

　

今
村
副
会
長
か
ら
は「
控
除
対

象
外
消
費
税
の
問
題
に
は
長
い
こ

と
関
わ
っ
て
い
る
が
、年
末
ま
で

に
は
何
ら
か
の
結
論
を
目
指
し
て

動
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。ご
意

見
を
伺
い
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
た

い
」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、濵
田
団
長
が
、中
国
ブ

ロ
ッ
ク
が
実
現
を
求
め
る「
非
課

税
実
額
還
付
制
度
」の
概
要
を
、家

原
先
生
が
昨
年
11
月
の
財
務
省
と

の
懇
談
の
概
要
を
、続
い
て
林
田

先
生
が
財
務
省
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
研
究
し

た「
医
療
の
不
課
税
化
」の
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
今
村
副
会
長
か
ら

は
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
よ
り

提
案
の「
非
課
税
実
額
還
付
制
度
」

に
し
て
も「
不
課
税
化
」に
し
て

も
、診
療
報
酬
の「
引
き
剥
が
し
」

い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

引
き
剥
が
し
に
触
れ
さ
せ
な
い
、

即
ち
、マ
イ
ナ
ス
改
定
を
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、診
療
科
や
規
模
に

よ
り
凸
凹
は
あ
る
に
し
て
も
診
療

報
酬
に
よ
る
補
填
は
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
。た
だ
、特
に
急
性
期
医
療

を
担
う
大
病
院
で
は
年
間
億
単
位

の
補
填
不
足
が
発
生
し
て
い
る
。

診
療
報
酬
に
よ
る
補
填
分
以
上
の

控
除
対
象
外
消
費
税
が
発
生
し
た

場
合
の
還
付
制
度
を
求
め
て
い
く

し
か
な
い
」と
、日
医
の
立
場
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
損

税
」額
が
大
き
な
病
院
に
つ
い
て

は
、特
別
償
却
な
ど
も
含
め
消
費

税
以
外
の
対
策
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
も
示
さ
れ
ま

し
た
。

議
員
へ
の
働
き
か
け
強
化
で
共
同

を
／
日
医

　

さ
ら
に
今
村
副
会
長
か
ら
、

「
色
々
な
解
決
策
案
を
持
っ
て
お

く
こ
と
は
有
効
で
あ
り
必
要
と
考

え
る
が
、最
終
的
に
は
政
治
決
着

し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。軽
減

税
率
導
入
で
も
結
局
政
治
決
着
と

な
っ
た
。与
党
か
ら
指
示
が
出
れ

ば
官
僚
は
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。厚
労
省
も
そ
う
し
た
政
治
的

バ
ッ
ク
が
明
確
に
あ
れ
ば
強
く

主
張
で
き
る
と
思
う
が
、こ
の
問

題
を
理
解
し
て
頂
け
る
国
会
議
員

を
如
何
に
広
げ
て
い
く
か
が
課
題

だ
。日
医
と
し
て
も
努
力
し
て
い

る
が
、是
非
皆
さ
ん
も
現
場
で
努

力
し
て
ほ
し
い
」と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
通
り
、今
回
の
懇
談
で

は
、「
損
税
」を
め
ぐ
る
状
況
や
対

策
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
、引

き
続
き「
非
課
税
実
額
還
付
制
度
」

や「
医
療
の
不
課
税
化
」の
実
現
に

向
け
て
議
員
対
策
な
ど
の
運
動
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

を
主
張
し
て
も
殆
ど
通

ら
な
い
現
状
の
中
で
、

現
場
が
も
つ
か
ど
う
か

を
私
た
ち
は
危
惧
し
て

い
る
。抜
本
的
対
策
を

と
い
う
こ
と
は
分
か
る

が
、財
務
省
も
厚
労
省

も
保
険
者
も
診
療
報
酬

で
補
填
し
た
と
し
て
お

り
、『
補
填
は
あ
っ
た
』

と
い
う
前
提
の
議
論
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

引
き
剥
が
し
の
問
題
を

確
実
に
抑
え
ら
れ
る
と

い
う
担
保
が
な
い
ま

ま
に
進
め
る
と
、厳
し
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損税解決に向けて意見交換
／中国ブロック

広島国税局懇談に向けた
「税務問題に関するアン
ケート」

　アンケートをもとに、毎年、
広島国税局と懇談をおこなっ
ています。税務調査の実態をつ
かみ、改善を要望します。ぜひ、
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○
個
別
指
導

　

個
別
指
導
の
実
施
件
数
（
終
了

分
の
み
）
は
、
医
科
50
（
病
院

11
、
診
療
所
39
）、
歯
科
10
保
険

医
療
機
関
で
し
た
。

　

17
年
度
の
指
導
実
施
計
画
で

は
、
選
定
基
準
別
の
件
数
は
、
医

科
で
は
「
高
点
数
」
61
件
（
病
院

0
、
診
療
所
61
）、「
情
報
提
供
」

8
件
（
病
院
3
、診
療
所
5
）、「
個

別
指
導
及
び
新
規
個
別
指
導
結
果

の
再
指
導
（
以
下
「
再
指
導
」」

22
件
（
病
院
5
、
診
療
所
17
）
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
施
結
果
は
、

「
高
点
数
」
が
20
件
で
、
計
画
の

3
割
強
、「
情
報
提
供
」、「
再
指
導
」

は
計
画
通
り
で
し
た
。

　

歯
科
の
17
年
度
の
計
画
は
、「
高

点
数
」
44
件
、「
情
報
提
供
」
3
件
、

「
再
指
導
」
3
件
で
し
た
。
実
施

結
果
は
、「
高
点
数
」
が
6
件
で
、

計
画
の
1
割
強
、「
情
報
提
供
」、

「
再
指
導
」
は
そ
れ
ぞ
れ
2
件
と
、

ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
選
定
基
準
は
指
導
実
施

計
画
に
お
い
て
件
数
の
み
わ
か
る

も
の
の
、
被
指
導
者
に
は
事
前
に

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
指
導

理
由
を
事
前
に
知
ら
せ
る
べ
き
」

と
、
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

指
導
後
の
措
置
に
つ
い
て
、
医

科
で
は
、「
経
過
観
察
」
が
38
件

と
最
多
。
そ
の
う
ち
約
7
割
が
自

主
返
還
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
再
指
導
」
は
す
べ
て
自
主
返
還

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
は
、

「
経
過
観
察
」「
再
指
導
」
が
そ
れ

ぞ
れ
4
件
で
、「
概
ね
妥
当
」
は

2
件
で
し
た
。

○
新
規
個
別
指
導

　

医
科
36
保
険
医
療
機
関
（
病
院

0
、
診
療
所
36
）、
歯
科
42
保
険

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

医
科
で
は
、
約
2
割
が
「
概
ね
妥

当
」
の
措
置
。「
経
過
観
察
」
は

27
件
で
、
そ
の
う
ち
の
約
8
割
に

あ
た
る
22
件
が
自
主
返
還
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
再
指
導
」
に

至
っ
た
の
は
4
件
と
少
な
い
で
す

が
、
す
べ
て
が
自
主
返
還
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
に
つ
い
て

は
、
約
4
割
が
「
概
ね
妥
当
」
の

措
置
。「
経
過
観
察
」
が
21
件
と

最
多
で
、
う
ち
14
件
が
「
自
主
返

還
あ
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
適
時
調
査

　

17
年
度
は
99
病
院
を
対
象
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

6
病
院
で
自
主
返
還
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
医
科
・
歯
科
診
療
所

の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

員
に
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
件
数
は
全
レ
セ
プ
ト
の
0
・

0
0
1
％
、こ
れ
を
日
本
は
1
％

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。韓
国

で
は
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
90
人
の
医
師
が

お
り
、外
部
に
歯
科
医
師
、薬
剤
師

を
含
み
1
0
0
0
人
の
審
査
委

員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現

在
は
医
師
の
審
査
を
Ａ
Ｉ
が
行
え

る
よ
う
、Deep Learning

（
深
層
学

習
）の
段
階
だ
と
言
い
ま
す
。

　

進
ん
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の

シ
ス
テ
ム
を
持
つ
韓
国
の
医
療
現

場
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。医
療
機
関
と
懇
談
し
た
様

子
に
つ
い
て
本
田
先
生
は
、「
膨
大

な
医
療
情
報
を
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
一
手

に
管
理
・
統
制
す
る
こ
と
で
、医
師

の
裁
量
権
が
損
な
わ
れ
て
い
る
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
審
査
は

医
療
の
標
準
化
を
強
め
て
い
る
」

と
い
う
問
題
点
を
共
有
さ
れ
た
と

言
い
ま
す
。混
合
診
療
を
認
め
る

韓
国
で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
統

制
が
医
療
機
関
の
収
入
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、算
定
基

準
や
政
府
の
医
療
政
策
を
監
視
す

る
医
療
者
側
の
目
は
厳
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

本
田
先
生
は
、複
雑
な
算
定
要

件
、審
査
基
準
の
地
域
差
、審
査
基

準
の
公
表
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る

日
本
で
、全
面
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

審
査
へ
移
行
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。韓
国
で
も

全
レ
セ
プ
ト
の
13
・
7
％
、査
定
さ

れ
た
レ
セ
プ
ト
の
8
割
は
人
間
に

よ
る
専
門
審
査
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、こ
の
数
字
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審

査
の
限
界
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。こ

の
よ
う
な
中
で
、支
払
基
金
の
人
員

削
減
な
ど
業
務
効
率
化
ば
か
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
だ

と
指
摘
さ
れ
ま
す
。

　

韓
国
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
医

療
情
報
を
活
用
し
医
療
費
の
圧
縮

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
が
、そ
の
一
方

で
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
を
通
じ
た
政
府
に
よ

る
統
制
や
医
師
の
裁
量
権
を
狭
め

る
な
ど
の
問
題
が
内
包
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
医
師

側
か
ら
の
指
摘
を
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
、保
団
連
・
保
険
医
協
会

と
し
て
も
、正
し
い
保
険
点
数
、請

求
ル
ー
ル
の
知
識
習
得
に
役
立
つ

活
動
を
す
す
め
、レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ

カ
ー
な
ど
シ
ス
テ
ム
の
研
究
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

医
科
研
究
会「
日
韓
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
最
前
線 

迫
り
く
る
画
一
的
審
査
へ
の
対
抗
策
」

支
払
基
金
業
務
効
率
化
・
高
度
化
計
画
へ
の
対
抗
策
を
探
る

　

骨
太
方
針
2
0
1
8
の
中
で
政

府
は
、「
支
払
基
金
業
務
効
率
化
・

高
度
化
計
画
・
工
程
表
」等
に
掲

げ
ら
れ
た
改
革
項
目
を
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
を
閣
議
決
議
し
ま

し
た
。徹
底
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
を
推
進
し
、レ
セ
プ
ト

の
9
割
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査

で
完
結
さ
せ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
、審
査
を
め
ぐ
る
状
況
の
大
き

な
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
、保
団
連
で

は
、日
本
が
モ
デ
ル
と
し
て
い
る

韓
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の
視

察
や
学
習
会
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
度
、視
察
団
と
し
て
訪
韓

さ
れ
た
保
団
連
理
事
の
本
田
孝
也

先
生（
保
団
連
情
報
通
信
部
部
長
・

長
崎
県
保
険
医
協
会
会
長
）を
お

招
き
し
、「
日
韓
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審

査
最
前
線　

迫
り
く
る
画
一
的
審

査
へ
の
対
抗
策
」を
開
催
し
ま
し

た
。16
医
療
機
関
16
名
が
参
加
し
、

濃
厚
な
視
察
報
告
と
今
後
の
対
策

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

今
年
5
月
に
行
わ
れ
た
韓
国
視

察
で
は
、韓
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

審
査
の
中
枢
と
も
言
え
る
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ（Health Insurance Review & 
Assessment Service

・「
健
康
保

険
審
査
評
価
院
」）へ
の
訪
問
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

の
シ
ス
テ
ム
開
発
・
管
理
を
担
う

Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
社
、盆
唐
ソ
ウ

ル
大
学
病
院
、ソ
ウ
ル
特
別
区
医

師
会
、グ
リ
ー
ン
病
院
等
を
訪
れ

懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
田
先

生
は
、後
日
あ
ら
た
め
て
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
を
訪
問
さ
れ
て
お
り
、そ
の
様

子
を
合
わ
せ
て
報
告
い
た
だ
き
ま

る
な
ど
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の

た
め
の
統
一
し
た
様
式
に
変
換
し

ま
す
。ま
た
、韓
国
で
は
月
に
何
回

で
も
レ
セ
プ
ト
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
迅

速
な
処
理
を
Ｏ
Ｃ
Ｓ
と
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

が
可
能
に
し
て
い
る
と
言
え
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、Ｄ
Ｕ
Ｒ

（Drug Utilization Review

）

と
い
う
医
薬
品
使
用
状
況
確
認

シ
ス
テ
ム
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ｓ（Korea 

Pharmaceutical Information 
Service 

）と
い
う
医
薬
品
流
通
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
も
管
理
し
て
い

ま
す
。Ｄ
Ｕ
Ｒ
が
医
療
機
関
と
薬

局
に
介
在
す
る
こ
と
で
、個
々
の

患
者
へ
過
剰
投
与
や
薬
剤
の
誤
用

を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
言

い
ま
す（
韓
国
で
は
1
9
6
2

年
よ
り
住
民
登
録
番
号
制
度
が
あ

り
、医
療
情
報
と
の
共
有
も
さ
れ

て
い
る
）。こ
れ
ら
を
具
備
す
る
こ

と
で
、医
療
機
関
で
行
わ
れ
た
処

方
は
、1
件
あ
た
り
0
・
05
秒
で
処

理
さ
れ
ま
す
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
、医
療
機
関
の
評
価
も
行
い
、さ

ら
に
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
な

ど
、様
々
な
省
庁
や
機
関
に
分
散

さ
れ
る
日
本
と
異
な
り
、医
療
に

関
わ
る
こ
と
全
て
が
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に

集
中
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
韓
国
で
の
審
査
で

す
が
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
重
複
や

錯
誤
、コ
ー
ド
と
の
照
合
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
、専
門
員（
人
間
）の
審

査
や
再
審
査
の
仕
組
み
も
あ
る
そ

う
で
す
。専
門
の
看
護
師
が
画
面

を
見
な
が
ら
審
査
を
行
い
、医
師

の
判
断
が
必
要
な
場
合
は
審
査
委

し
た
。

　

日
本
の
よ
う
な
皆
保
険
制
度

が
な
か
っ
た
韓
国
で
は
、一
定
の

ル
ー
ル
下
で
の
混
合
診
療
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。日
本
と
同
レ
ベ

ル
の
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
も
保

険
医
療
費
が
日
本
の
10
分
の
1
程

度
と
い
う
韓
国
モ
デ
ル
に
倣
い
、

日
本
の
審
査
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

韓
国
の
審
査
は
全
国
統
一
の
公

開
さ
れ
た
基
準
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す（
日
本
の
審
査
基
準

は
都
道
府
県
ご
と
に
差
異
が
あ

り
非
公
開
）。医
療
機
関
は
事
前

審
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、

審
査
専
門
員（
各
医
療
機
関
の
担

当
職
員
）が
事
前
審
査
を
行
い
、

Ｏ
Ｃ
Ｓ（Order Communication 

System

）と
い
う
レ
セ
プ
ト
電
算

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
電
子
請
求

し
ま
す
。医
療
機
関
は
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

が
認
可
し
た
複
数
の
Ｏ
Ｃ
Ｓ
か
ら

選
択
、契
約
・
利
用
料
の
支
払
い
を

行
っ
て
利
用
し
ま
す
。韓
国
で
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の
た
め
に
多

く
の
記
載
事
項
が
コ
ー
ド
化
さ
れ

て
い
ま
す
が
、Ｏ
Ｃ
Ｓ
は
病
名
を

標
準
病
名（
Ｋ
Ｃ
Ｄ
7
）に
変
換
す研究会の様子（枠内は講師の本田孝也先生）

2
0
1
7
年
度
の
個
別
指
導
・
新
規

個
別
指
導
及
び
施
設
基
準
に
係
る

適
時
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（1

面
関
連
）

2017年度　医科（病院・診療所）
個別指導 新規個別指導

実施保険医療機関数 50（病院11　診療所39） 36（病院0　診療所36）

指導区分（いわゆる「選定理
由」）・件数

高点数 20

新規 36情報提供 8

再指導 22

指導後の措置・件数
（　）内の数字は自主返還
措置が出された数

概ね妥当 4　（0） 8　（0）

経過観察 38（26） 27（22）

再指導 8　（8） 1　（1）

要監査 0　（0） 0　（0）

2017年度　歯科
個別指導 新規個別指導

実施保険医療機関数 10 42

指導区分（いわゆる「選定理
由」）・件数

高点数 6

新規 42情報提供 2

再指導 2

指導後の措置・件数
（　）内の数字は自主返還
措置が出された数

概ね妥当 2　（0） 17　（0）

経過観察 4　（3） 21（14）

再指導 4　（4） 4　（4）

要監査 0　（0） 0　（0）
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2
0
1
7
年
度
個
別
指
導
・
新
規
個
別

指
導
の
指
摘
事
項
の
概
要

医
学
管
理
に
関
す
る
カ
ル
テ
等
記

載
が
多
数

　

指
摘
事
項
の
項
目
で
最
も
多

か
っ
た
の
は「
医
学
管
理
」で
し
た
。

続
い
て「
歯
周
治
療
」、「
歯
冠
修
復

及
び
欠
損
補
綴
」で
す
。

　
「
医
学
管
理
」で
は
、歯
科
疾
患
管

理
料
が
最
も
多
く
、2
割
強
の
医

療
機
関
が
カ
ル
テ
へ
の
記
載
が
不

十
分
、記
載
が
な
い
な
ど
の
指
摘

が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、歯
科
疾
患

管
理
料
文
書
提
供
加
算
に
つ
い
て
、

提
供
文
書
の
写
し
を
診
療
録
に
添

付
し
て
い
な
い
と
し
て
自
主
返
還

と
な
っ
て
い
ま
す
。歯
科
衛
生
実
地

指
導
料
1
で
は
、1
割
強
の
医
療

機
関
が
カ
ル
テ
記
載
が
不
十
分
、

記
載
が
な
い
、指
導
の
実
施
時
刻

が
画
一
的
で
あ
る
な
ど
の
指
摘
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
「
歯
周
治
療
」で
は
、「『
歯
周
病
の

診
断
と
治
療
に
関
す
る
指
針
』を

参
考
と
す
る
等
、歯
科
医
学
的
に

妥
当
適
切
な
歯
周
治
療
を
行
う
こ

と
」、「
歯
周
治
療
と
並
行
し
、歯
科

医
学
的
に
不
適
切
な
補
綴
治
療
を

行
っ
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
た
の

で
改
め
る
こ
と
」な
ど
の
指
摘
が

多
数
見
ら
れ
ま
す
。「
歯
周
治
療
」で

最
も
指
摘
が
多
か
っ
た
の
が
歯
周

基
本
検
査
で
す
。カ
ル
テ
に
検
査

結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
し

て
自
主
返
還
と
な
っ
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
。

　
「
歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補
綴
」で

は
、残
根
上
義
歯
に
つ
い
て
の
指
摘

が
最
も
多
く
、「
残
根
歯
に
対
し
て

歯
内
療
法
、根
面
被
覆
処
置
を
行

わ
な
か
っ
た
場
合
に
、診
療
録
に
そ

の
理
由
の
記
載
が
な
い
」と
の
指
摘

が
見
ら
れ
ま
す
。そ
の
他
有
床
義

歯
に
つ
い
て
、人
工
歯
料
、鋳
造
鉤
、

鋳
造
バ
ー
な
ど
の
誤
っ
た
算
定
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
対
策
は
日
常
診
療
か
ら

　

カ
ル
テ
へ
の
記
載
事
項
、算
定
要

件
の
確
認
は
、や
は
り
日
常
診
療

か
ら
で
す
。協
会
で
は
、保
険
診
療

の
ル
ー
ル
を
も
と
に「
レ
セ
コ
ン
の

カ
ル
テ
文
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

指
導
対
策
を
し
よ
う
」を
作
成
し

て
い
ま
す
。ご
入
用
の
先
生
に
は
協

会
か
ら
お
送
り
で
き
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、主
な
指
摘
事
項
に
つ
い

て
は
、次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で

す
。

血
圧
症
、糖
尿
病
、虚
血
性
疾
患
な

ど
に
つ
い
て
、発
生
原
因
、症
状
、

診
療
上
の
注
意
点
な
ど
説
明
し
ま

し
た
。

　

高
齢
者
の
心
身
の
機
能
、口
腔

機
能
管
理
、緊
急
時
対
応
で
は
、高

齢
者
の
人
口
推
移
、疾
患
の
特
徴
、

認
知
症
、誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
に
つ

い
て
解
説
。地
域
社
会
に
お
い
て
、

医
科
・
他
職
種
連
携
に
よ
り
、歯
科

医
療
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
べ

き
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。　

　

院
内
感
染
予
防
策
で
は
、一
般

的
な
手
洗
い
、防
護
用
具
、環
境
整

備
の
実
際
に
つ
い
て
解
説
。安
全
、

最
良
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
、手
洗
い
が
基
本
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
実
例
の
お
話

が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
」、

「
普
段
の
診
療
の
中
で
、活
か
し
て

い
き
た
い
」と
の
感
想
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
会
は
、7
月
21
日（
土
）福
山
、

9
月
1
日（
土
）広
島
に
て
、吉
賀

浩
二
先
生（
た
か
の
橋
中
央
病
院

　

歯
科
・
口
腔
外
科
）を
講
師
に
迎

え
、院
内
感
染
防
止
対
策
、外
来

環
、歯
援
診
の
施
設
基
準
に
関
わ

る
研
修
会「
医
科
・
歯
科
連
携
包
括

医
療
の
実
践
に
向
け
て
」を
開
催

し
、福
山
57
人
、広
島
1
2
7
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、有
病

者
で
あ
っ
て
も
日
常
社
会
生
活
へ

の
復
帰
、維
持
が
な
さ
れ
、加
え
て

有
病
超
高
齢
者
の
増
加
は
、偶
発

症
の
発
生
頻
度
を
増
す
と
と
も

に
、疾
病
の
複
雑
化
、重
症
化
を
招

き
ま
す
。そ
の
中
で
、吉
賀
先
生
に

は
、よ
り
安
全
、最
良
の
歯
科
医
療

を
実
践
す
る
た
め
に
、日
常
診
療

で
の
偶
発
症
の
予
防
、対
処
、高
齢

者
の
心
身
の
特
性
、口
腔
機
能
の

管
理
、緊
急
時
対
応
、院
内
感
染
予

防
策
な
ど
幅
広
く
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

吉
賀
先
生
は
、全
身
的
偶
発
症

の
原
因
、実
態
な
ど
に
つ
い
て
解

説
。内
科
的
疾
患
の
増
悪
で
は
、高

研修会の様子（広島会場）

講師の吉賀先生

歯科点数等 Q＆A
（M018�有床義歯）
Q1 　新たに有床義歯を製作する際に、前回有床義歯が他院にて製作されてい
た場合、疑義解釈（下記参照）によれば、「患者等に対し照会等を行うことによ
り前回有床義歯を製作した際の印象採得を算定した日から起算して6か月を
経過しているかどうか確認されたい」とのことであるが、実際の運用はどの
様にすれば良いか。
A1 　患者等に他院で有床義歯を製作した際の印象採得を算定した日を照会等

してください。告示、通知、疑義解釈上、明確な定めはありませんが、患者等へ
照会した際の回答を診療録に記載することが望ましいと考えます。なお、患
者等から印象採得を算定した日を確認できない場合は、医療良識に基づいて
対応し、その旨を診療録へ記載してください。

　※歯科点数表の解釈（2018年4月版、社会保険研究所）p441通知（13）

【2017年2月23日「疑義解釈資料の送付について（その9）」歯科 問7】
（問7）区分番号「M018」有床義歯の留意事項通知に新たに有床義歯を製作する場

合の印象採得の時期に関する取扱いが示され、「有床義歯の取扱いについて」
（昭和56年5月29日保険発第44号）は廃止となったが、他の保険医療機関で製
作された有床義歯についてはどのような取扱いか。

（答）他の保険医療機関で製作された有床義歯の取扱いについても、自院で製作
した場合と同様の取扱いである。

　　なお、他の保険医療機関で製作された場合については、患者等に対し照会等
を行うことにより前回有床義歯を製作した際の印象採得を算定した日から
起算して6か月を経過しているかどうか確認されたい。

　　また、「有床義歯の取扱いについて」（昭和56年5月29日保険発第44号）につ
いては、新たに有床義歯を製作する場合の製作開始時期の取扱いを区分番号

「M018」有床義歯の留意事項通知に明確化したこと及び現在使用されている
被保険者証は療養給付記録欄がなく、所定事項の記載が困難であることから
廃止としたが、当該通知の「1 実施の趣旨」の考え方は従前どおりである。

酸蝕歯による咬合崩壊�Bite�collapse�with�tooth�Erosion
～M.IコンセプトによるCR修復の一症例～

と　き　9月26日（水）19:30～21:00
ところ　ＲＣＣ文化センター　6Ｆ「601」
講　師　�延本　全彦　先生　（日本顎咬合学会認定医、日本歯科臨床医学会広島

支部理事）
参加費　会員・会員医療機関スタッフ無料
　　　　未入会の先生は、入会手続き後、無料にてご参加いただけます。
定　員　会場の都合上、定員を設けております。
　　　　 ＦＡＸ（同封の案内チラシ）又はお電話にて、お早目にお申込みくださ

い。

詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

歯科臨床座談会

院内感染防止対策、外来環、歯援診の
施設基準に関わる研修会開催
院内感染防止対策、外来環、歯援診の
施設基準に関わる研修会開催

より安全、最良の歯科医療を
実践するために

歯科

　２０１８年診療報酬改定に伴い、１０月１日以降、初診料２３７点、再診
料４８点を算定するには、９月末までに「歯科点数表の初診料の注１に規定
する施設基準（歯初診（注１））」の届出が必要となります。未届の場合、初
診料２２６点、再診料４１点となってしまいますので、ご注意ください。
　また、２０１８年３月３１日以前に「歯科外来診療環境体制加算（外来環）」
の届出をされている歯科医療機関は、９月末までに再度の届出を行わなけれ
ば失効されてしまいますので、いま一度ご確認ください。
　なお、歯初診（注１）、外来環の施設基準の届出期限について、厚生労働省
保険局医療課は８月２４日に「平成３０年度診療報酬改定における経過措置
を設けた施設基準の取扱いについて」を地方厚生局などに通知しました。通
知では、１０月１０日までに届出書の提出があり、同月末日までに要件審査
を終え届出の受理が行われたものについては、同月１日に遡って算定するこ
ともできるとのことです。

（届出様式）
歯初診（注１）……別添７・様式２の６

様式２の８・院内感染防止対策に係る研修の修了証（写し）
※院内感染防止対策に係る研修は、２０１９年３月３１日
までは要件を満たしているものとして取り扱われます。
別添７・様式２の６を上記期限までに届出され、後日２
０１９年３月３１日までの間に様式２の８・院内感染防
止対策に係る研修の修了証（写し）を届出することも可
能です。その際には、再度、別添７も添付してください。

外来環……………別添７・様式４
医療安全対策に係る研修の修了証（写し）

届出様式は中国四国厚生局ホームページからダウンロード可能。協会からも
お送りできます。その他ご不明な点は、協会までご連絡ください。

歯初診（注１）、外来環（再届出）
忘れていませんか？

歯科社保情報
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
12
で
は
、
途
上
国
・
新

興
国
が
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
輸
出

を
促
進
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
得
る

代
わ
り
に
、
医
薬
品
の
特
許
や
国

有
企
業
の
外
資
開
放
な
ど
で
譲

歩
し
ま
し
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

の
交
渉
で
は
、
譲
歩
し
た
条
項
を

ア
メ
リ
カ
が
復
帰
す
る
ま
で
停
止

し
て
ほ
し
い
と
要
求
。
こ
う
し
た

要
求
は
80
項
目
に
も
上
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
日
本
が
調
整
役
と

な
っ
て
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
最

終
的
に
22
項
目
に
減
り
ま
し
た
。

そ
の
項
目
は
確
か
に
有
害
な
も
の

で
す
が
、
あ
く
ま
で
「
一
旦
停
止
」

と
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
完
全
に
削

除
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

こ
と
が
規
定
さ
れ
、
8
0
0
0

ペ
ー
ジ
も
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
丸
ご

と
引
き
継
が
れ
ま
す
。
元
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
は
全
く
別
の
「
新
協
定
」
と

な
る
た
め
、
11
カ
国
の
議
会
で
再

度
審
議
と
批
准
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
発
効
し
て
も
い
な
い
協
定
が

こ
の
よ
う
な
形
で
「
生
ま
れ
変
わ

る
」
こ
と
は
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

発
効
条
件
は
、「
6
カ
国
が
批
准

す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
簡
単
な
も

の
に
変
わ
り
ま
し
た
。「
と
に
か

く
早
く
発
行
さ
せ
よ
う
」
と
い
う

拙
速
な
交
渉
の
結
果
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
い
い
こ
と
ひ
と

つ
も
な
し
！
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」（
編
集
・

発
行
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
テ
キ
ス
ト
分
析

チ
ー
ム
」）

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://notppaction.blogspot.
com/

ん
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
条
文
は
全
部
で
7

条
と
非
常
に
短
い
も
の
で
す
が
、

第
1
条
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
組
み
込
む
」

「
広
島
の
消
え
た
日
」被
爆
軍
医
の

証
言
よ
り

「
対
岸
に
わ
た
る
吊
橋（
つ
り
ば
し
）

は
吊
り
手
の
あ
た
り
に
ち
り
ち
り

と
焔
を
ち
り
ば
め
て
黒
煙
を
あ
げ

て
い
る
。そ
の
火
の
中
を
虫
が
這
う

よ
う
に
赤
く
や
け
た
肉
体
が
う
ご

め
い
て
い
る
。対
岸
の
工
兵
隊
の
兵

に
両
手
を
前
に
つ
き
出
し
て
無
言

で
過
ぎ
て
通
る
。人
間
ら
し
い
言
葉

は
1
つ
も
な
か
っ
た
」

翌
8
月
7
日
、肥
田
軍
医
は
再
び
工

兵
橋
に
た
ど
り
つ
く
。

　
「
焼
け
焦
げ
た
ま
ま
落
ち
も
せ
ぬ

吊
橋（
つ
り
ば
し
）に
い
く
つ
か
の

真
黒
な
裸
体
が
ま
る
で
生
き
て
で

も
い
る
よ
う
に
と
り
つ
い
て
い
る
。

跡
か
た
も
な
く
焼
け
落
ち
た
工
兵

隊
の
敷
地
一
面
に
ま
だ
、も
う
も
う

と
白
煙
が
た
ち
、赤
く
い
こ
っ
た
炭

火
の
山
を
か
す
か
な
風
が
小
さ
な

焔
を
呼
び
起
こ
し
て
吹
い
て
通
る
。

道
は
こ
こ
か
ら
山
陽
線（
さ
ん
よ
う

せ
ん
）路
の
下
を
く
ぐ
っ
て
市
内
に

入
る
の
で
あ
る
。私
は
土
手
に
登
っ

て
枕
木（
ま
く
ら
ぎ
）の
燃
え
た
線

路
の
上
に
立
っ
た
。

見
よ
、一
望
の
焼
け
野
原
。目
を
遮

（
さ
え
ぎ
）る
幾
つ
か
の
ビ
ル
の
残

骸
が
わ
ず
か
に
残
る
そ
の
向
う
に
、

嘘
の
よ
う
に
白
く
光
る
真
昼
の
海

が
あ
っ
た
。目
指
す
広
島
城
の
天
守

閣（
て
ん
し
ゅ
か
く
）は
す
で
に
な

く
、街
は
た
だ
、茫
（々
ぼ
う
ぼ
う
）

と
焼
け
つ
く
し
た
瓦
礫（
が
れ
き
）

の
原
と
化
し
て
い
た
。」�（
つ
づ
く
）

舎
が
今
、正
に
爆
発
の

真
最
中
だ
っ
た
。火
焔

を
つ
つ
む
黒
煙
が
風
を

巻
き
、時
々
、大
音
響
と

と
も
に
爆
発
す
る
火
勢

が
花
火
と
な
っ
て
そ
の

煙
を
赤
く
染
め
る
。燃

え
上
る
火
に
追
わ
れ
て

人
々
が
対
岸
か
ら
次
々

と
川
の
中
に
こ
ぼ
れ
落

ち
る
よ
う
に
飛
び
こ
ん

で
い
た
。市
内
に
入
る

ど
こ
ろ
か
、私
は
そ
こ

か
ら
1
歩
も
動
け
な

か
っ
た
。腰
か
ら
下
を

水
に
つ
け
て
流
れ
の
中

に
呆
然
と
立
つ
私
の
ま

わ
り
を
顔
を
失
っ
た
裸

の
群
が
ち
ょ
う
ど
、幽

霊（
ゆ
う
れ
い
）の
よ
う

　

8
月
6
日
前
夜
に
心
臓
発
作
を

起
こ
し
た
子
ど
も
の
往
診
で
訪
れ
、

朝
を
迎
え
た
戸
坂
村
の
農
家
で
原
爆

に
遭
い
、陸
軍
病
院
に
急
い
で
戻
ろ

う
と
し
た
肥
田
先
生
は
工
兵
橋
で
火

の
手
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
立
ち
往
生

し
、戸
坂
の
分
院
に
引
き
返
す
。

　工兵橋は1889年に白島町北端に駐屯する陸軍工兵
第5聯隊と対岸の演習場を連絡するために架橋され、
1921年に吊り橋になり、1933年に掛け替えられた。
爆心2．3Ｋｍだったが爆風と平行していたため落橋を
免れ、被爆者の避難路となり、多くの人が助かった。
1954年に掛け替えられ86年にメインケーブルや主塔
などが取り替えられたが被爆時の吊り橋の構造を踏襲
しているので当時の様子を想像できる。橋のたもとに
は工兵隊の慰霊碑がある。工兵隊跡地は女子一貫校の
安田学園の中高と総合グランドとなっている。国道54
号線の建設によりすぐ近くに「新こうへい橋」が架け
られ、「工兵橋」は撤去の計画であったが地元の希望で
残されている。周囲は戦前からの長寿園桜並木などの
自然が残っており、バードウオッチングを楽しむこと
ができる。

広島県保険医協会副理事長　青木克明

「被爆樹木を訪ねながら 肥田舜太郎先生
の1945年8月6、7日の足跡をたどる」②
―工兵橋　短径間補鋼吊橋（木製床版）長さ77・8ｍ　幅1・8ｍ―

反核医師の会学生部会　広島平和フィールドワーク

TPP11　このままで
いいのでしょうか？③

ＴＰＰ11で何が
変わったの？

　昨年実施された医科の個別指導及び新規個別指導の主な指摘事項を紹介し
ます。保険診療・保険請求の一助となれば幸いです。カルテ記載の充実を求める
指摘や通知に定められている算定要件への理解不足による指摘、算定対象者以
外へ算定していることによる指摘などが見受けられました。下線部の指摘は、
自主返還を求められたものです。次号では、医学管理や在宅医療等に関する指
摘事項を掲載予定です。

○事務的事項及び施設基準に係る事項について
・届出事項に変更があったときは、速やかに中国四国厚生局指導監査課へ届出
事項変更（異動）屈を提出すること。（保険医の異動、標榜休診日、標榜診療時間、
標榜診療日、標榜診療科）
・届出している施設基準について、院内に掲示していない例が認められたので
改めること。
・被保険者証の写しを取り、保存することは個人情報保護の観点から好ましく
ないので改めること。

○診療報酬請求及び一部負担金について
・診療報酬の請求にあたっては、全ての診療報酬明細書と診療録との突合を保
険医自らが行い、記載事項や算定項目に誤りや不備がないか十分に確認を行う
こと。
・従業員のいわゆる自家診療に係る一部負担金について、適切に徴収するよう
改めること。

○診療方針及び診療内容について
・「保険医療機関及び保険医療養担当規則」に基づいて診療にあたるとともに同
規則を遵守し、妥当適切な保険診療に努めること。

○診療録等
・傷病名については、適宜見直しを行い、中止、治癒など病名整理をするととも

に、医学的に妥当性のある傷病名を記載すること。
・診療録は、保険請求の根拠となるものなので、医師は診療の都度、遅滞なく症
状所見、検査、医学管理、処置、画像診断、治療方針、経過所見等の必要事項の記
載を十分に行うこと。
・医師以外の従事者が医師の補助者として診療録の記載を行った場合は、医師
が最終的に診療録を確認し、署名又は記名押印等を行うこと。
・診療録の記載内容の修正にあたっては修正液で修正することなく、修正前の
記載事項が確認できるよう、二重線で抹消のうえ、保険医が修正すること。
・診療録の様式第一号（一）の3について、鉛筆での記載が認められたので、診療
録はボールペン等による記載とし、鉛筆での記載は行わないこと。

○診療に関する事項
【初・再診料】
・現に診療継続中であると認められる患者に対し、新たに発生した他の傷病で
初診を行った場合に、初診料を算定している例が認められたので改めること。
・治療が継続しているにもかかわらず初診料を算定している例が認められたの
で改めること。
・外来管理加算の算定において、患者からの聴取事項や診察所見の要点につい
て、診療録への記載がない例が認められたので改めること。
・電話等による再診料の算定において、患者等からの治療上の意見及び患者等
に対して行った必要な指示の内容について、診療録への記載が不十分な例が認
められたので改めること。
・初診料は、1月以上経過した後に再び診療を受ける場合であっても、慢性疾患
等明らかに同一の疾患又は負傷であると推定される場合は算定できないこと
に留意すること。
・再診に附随する一連の行為で来院したものについて、再診料等は算定できな
いことに留意すること。

2017年度 医科 個別指導・新規個別指導の主な指摘事項（その1）
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（
40
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

胆
石
胆
嚢
炎
に
対
し
て
胆
嚢
炎

治
療
後
、
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

を
施
行
し
た
。
そ
の
際
、
炎
症
に

よ
る
癒
着
が
強
く
内
視
鏡
的
剥
離

操
作
に
手
間
取
っ
た
。
胆
嚢
管

の
分
岐
部
が
比
較
的
肝
門
部
に

近
く
、
胆
嚢
管
を
確
実
に
同
定
す

る
為
にCalot

の
三
角
を
確
認
し

よ
う
と
し
た
が
、
肝
門
部
の
剥
離

が
十
分
に
で
き
ず
総
胆
管
を
切
離

し
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
そ
れ
に
気

づ
き
開
腹
術
に
移
行
し
て
、
胆
管

造
影
で
総
胆
管
誤
認
切
離
を
改
め

て
確
認
し
た
後
に
胆
管
空
腸
吻
合

（
ル
ー
ワ
イ
吻
合
）
で
再
建
し
た
。

な
お
、
手
術
は
約
4
時
間
を
要
し

た
。
当
該
医
師
は
卒
後
8
年
で
手

術
に
は
他
に
卒
後
3
年
、
12
年
の

医
師
が
い
た
。
医
療
機
関
で
は
胆

嚢
症
の
手
術
を
1
年
に
40
～
50
件

ほ
ど
施
行
し
て
い
る
。
患
者
は
一

旦
退
院
し
た
が
、
同
日
、
腹
痛
で

再
度
入
院
と
な
り
経
過
観
察
と
し

た
。

　

患
者
側
は
当
面
は
治
療
を
優
先

す
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
休
業

補
償
等
、
賠
償
請
求
も
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
カ
ル
テ
開
示
と
術
中

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
要
求
し
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
腹
腔

鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
で
最
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
総
胆
管
を
誤

認
し
て
切
離
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
、
手
技
上
と
い
う
よ
り
も
手
術

の
手
順
が
踏
め
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
、
明
ら
か
な
医
療
過
誤
と
判

断
し
た
。
ま
た
、
患
者
側
の
要
求

通
り
、
カ
ル
テ
等
の
情
報
開
示
は

実
行
し
た
。
事
故
後
は
、
①
治
療

を
最
優
先
し
患
者
の
回
復
に
努
め

る
②
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止
③

誠
意
あ
る
賠
償
―
を
基
本
方
針
と

し
て
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
2

年
6
カ
月
間
を
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

患
者
の
癒
着
が
強
か
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
医
療
機

関
の
主
張
通
り
、
腹
腔
鏡
下
胆
嚢

摘
出
術
で
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
総
胆
管
を
誤
認
し
て
切

離
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
過
誤

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
癒
着

が
強
固
な
時
ほ
ど
、
よ
り
注
意
す

べ
き
で
あ
り
、
癒
着
が
強
い
こ
と

が
分
か
っ
た
段
階
で
開
腹
術
に
移

行
す
べ
き
で
、
仮
に
事
故
が
発
生

し
て
い
な
く
て
も
開
腹
は
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
医

療
機
関
も
患
者
の
癒
着
の
程
度
か

ら
も
っ
と
早
く
開
腹
す
べ
き
だ
っ

た
と
判
断
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

患
者
側
が
法
外
な
賠
償
金
を
請
求

し
て
き
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
医

切
で
あ
り
、南
ア
フ
リ
カ
は
世
界

で
尊
敬
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
に
な
る

た
め
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
核
兵

器
を
な
く
し
た
。

　

日
本
が
批
准
国
に
な
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、あ
き
ら
め
ず
に
運

動
を
や
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

昨
年
7
月
に
国
連
で
核
兵
器
禁

止
条
約
が
1
2
2
ヶ
国
の
賛
成
で

採
択
さ
れ
、12
月
に
は
、そ
れ
に
貢

献
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

条
約
は
50
ヶ
国
が
批
准
す
れ
ば

発
効
す
る
が
、米
国
な
ど
の
圧
力

に
よ
っ
て
批
准
国
は
ま
だ
12
に
留

ま
っ
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
批
准

促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、広
島

で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
演
者
と
し
て
招
か
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
の
条
約
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

で
あ
る
テ
イ
ム
・
ラ
イ
ト
氏
は
広

島
反
核
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
会
合
で
熱
く

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

核
兵
器
は
だ
れ
が
持
っ
て
い
て
も

非
人
道
的
で
あ
り
、作
る
こ
と
、持

つ
こ
と
、使
う
こ
と
の
違
法
性
を

明
文
化
し
、被
害
者
と
汚
染
さ
れ

た
環
境
へ
の
支
援
も
盛
り
込
ん
だ

条
約
が
誕
生
し
た
。

な
っ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
主
要
4
ヶ
国
で
の
調

査
で
は
国
民
の
過
半
数
が
米
国

の
核
兵
器
の
撤
去
と
、核
兵
器
禁

止
条
約
批
に
賛
成
し
て
お
り
日

本
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。そ
の
国
の

ひ
と
が
立
ち
上
が
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
30
ヶ
国

1
0
0
0
人
の
国
会
議
員
に
条
約

の
署
名
と
批
准
の
た
め
に
尽
力
す

る
と
い
う
誓
約
を
も
と
め
て
い

る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
野
党

労
働
党
議
員
の
4
分
の
3
が
誓
約

に
サ
イ
ン
を
し
て
お
り
、政
権
交

代
が
あ
れ
ば
批
准
国
に
加
わ
る
こ

と
と
な
る
。

　

真
の
安
全
は
核
を
な
く
す
こ
と

で
実
現
す
る
。核
兵
器
保
持
は
特

権
の
源
で
は
な
く
、恥
ず
か
し
い

事
と
の
認
識
を
広
め
る
こ
と
が
大

語
っ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
を
母

体
に
2
0
0
7
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
誕
生
し
た
。核
兵
器
が
環

境
と
人
類
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
確

に
し
、平
和
団
体
、思
い
を
同
じ

く
す
る
政
府
と
連
携
し
て
国
連
に

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
世
界
各
地

で
核
に
反
対
し
て
た
た
か
っ
て
き

た
全
員
へ
の
受
賞
で
あ
り
、核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
注
目
が
高
ま
っ

て
賛
成
国
の
批
准
促
進
の
み
な

ら
ず
、核
の
傘
の
下
に
い
る
国
に

立
ち
位
置
を
考
え
さ
せ
る
機
会
と

　

突
然
、会
社
に
来
な
く
な
り
、音

信
不
通
と
な
っ
た
従
業
員
へ
の
対

応
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。今
回
は
そ
の
よ
う

な
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、単
に
音
信
不
通
の
み
を

理
由
と
し
て
、自
己
都
合
扱
い
で

の
退
職
処
理
を
す
る
の
は
避
け
た

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。本
人
か

ら
の
退
職
の
意
思
表
示
が
確
認
で

き
な
け
れ
ば
、原
則
、退
職
扱
い
と

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か

し
な
が
ら
、音
信
不
通
の
状
況
で
、

今
後
出
勤
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
わ

か
ら
な
い
従
業
員
を
気
長
に
待
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
社
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
な
る

と
ど
う
し
て
も
、最
終
的
な
決
断

（
退
職
扱
い
や
解
雇
）を
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。多
く
の
会
社
は
一

定
期
間
以
上
の
無
断
欠
勤
が
続
い

た
場
合
、懲
戒
解
雇
と
す
る
旨
を

定
め
て
い
る
は
ず
で
す（
※
注
意
：

会
社
の
懲
戒
解
雇
事
由
に
定
め
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
懲
戒
解
雇
が

有
効
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、そ

の
解
雇
事
由
に
客
観
的
に
合
理
的

な
理
由
が
あ
り
、社
会
通
念
上
相

当
と
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。）。少
な
く
と
も
長
期
に
渡
っ

て
の
音
信
不
通（
正
当
な
理
由
が

無
い
無
断
欠
勤
で
あ
り
、出
勤
の

督
促
に
応
じ
な
い
場
合
）で
あ
れ

ば
、客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
が

あ
り
、社
会
通
念
上
相
当
と
認
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
即
時

解
雇
の
た
め
の
解
雇
予
告
除
外

に
つ
い
て
も
、2
週
間
以
上
正
当

な
理
由
が
無
く
無
断
欠
勤
を
し
、

出
勤
の
督
促
に
応
じ
な
い
場
合
は

認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、そ

の
こ
と
か
ら
も
懲
戒
解
雇
は
十

分
に
可
能
と
判
断
し
ま
す
。し
か

し
、こ
こ
で
一
つ
大
き
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。解
雇
す
る
の
で
あ
れ

ば
、解
雇
し
よ
う
と
す
る
従
業
員

本
人
へ
直
接
解
雇
の
旨
を
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、音
信
普
通

の
場
合
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。ご
家
族
に
伝
え
た
と
し
て

も
本
人
へ
伝
え
た
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。で
は
こ
の
よ
う
な
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。「
公
示
送

達
」と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。公

示
送
達
と
は
、相
手
方（
音
信
不
通

と
な
っ
て
い
る
従
業
員
）の
住
所

地
の
簡
易
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ

と
に
よ
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。公
示
送
達
を
行
な
う
と
裁
判

所
の
掲
示
板
に
掲
示
も
し
く
は
掲

示
か
あ
っ
た
こ
と
を
官
報
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。そ
の
結
果
掲
示
も
し

く
は
掲
載
さ
れ
た
日
か
ら
2
週
間

経
過
し
た
時
点
で
音
信
不
通
の
従

業
員
に
対
し
て
解
雇
の
意
思
が
伝

わ
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

ま
す
。た
だ
し
、現
実
に
公
示
送
達

を
行
わ
れ
る
会
社
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
の
た
め
、あ
ら
か
じ
め

就
業
規
則
に
一
定
期
間
無
断
欠
勤

を
し
、音
信
不
通
の
場
合
は
、雇
用

契
約
終
了
を
す
る
旨
を
定
め
て
お

き
、そ
の
規
定
に
従
い
退
職
処
理

を
行
な
う
の
も
一
つ
の
方
法
と
考

え
ま
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克
憲

療
機
関
側
か
ら
裁
判
所
に
債
務
額

確
定
調
停
を
申
し
立
て
た
が
、
不

調
に
終
わ
り
裁
判
と
な
っ
た
。
医

事
紛
争
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
ま

ず
医
療
過
誤
の
有
無
が
問
題
と

な
る
が
、
医
療
過
誤
が
認
め
ら
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
患
者
側
の
請

求
額
を
必
ず
し
も
承
諾
す
る
必
要

は
な
い
。
ま
た
、
裁
判
に
お
い
て

患
者
の
請
求
額
が
満
額
認
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
患
者
側（
弁

護
士
）
の
請
求
に
も
疑
問
が
持
た

れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　

明
ら
か
な
医
療
過
誤
が
存
在
し

た
の
で
、
当
然
な
が
ら
患
者
側
の

勝
訴
に
終
わ
っ
た
が
、
判
決
額
は

訴
額
の
30
分
の
1
で
あ
っ
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
2
9
0
1
号

（
2
0
1
4
年
8
月
5
日
）
よ
り

医事紛争事例集
－医師が選んだ55事例

　京都府保険医協会は、今から半
世紀にも遡る1959年度から医療安
全対策に取り組んできた全国的に
も珍しい、長い歴史と経験を有し
ています。
　医療安全対策を開始してから55
周年を迎え、それを記念して「医事
紛争事例集」を発行しました。有効
活用し、日常診療における「安全」
と「安心」を一層高めて頂ければ幸
いです。

広島協会会員価格　2,000円（税込･送料別）

「医療安全を身につけるために
－医療安全研修DVD PartⅡ」

広島協会会員価格　7,000円（税込・送料別）

医療安全研修にご活用下さい!

　京都府保険医協会の
経験を蓄積して作成し
た完全オリジナル、従
業員研修にも活用いた
だけます。

DVD販売中

お申込みは京都府保険医協会まで　ＴＥＬ　075－212－8877

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯133◯133

音
信
不
通
の
従
業
員
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
8

面
に
掲
載
）。詳
し
く
は
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
テ
イ
ム
・
ラ
イ
ト
氏
と

広
島
反
核
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
交
換
会

（
報
告
）副
理
事
長
　
青
木
克
明

医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

2

総
胆
管
を
誤
っ
て
切

離
　
そ
の
後
に
法
外

な
賠
償
請
求
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2
0
1
8
年
8
月
13
日（
月
）、

第
21
期
第
17
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の
報
告
】

・
広
報
文
化
部
会
、7
月
17
日（
火
）。

新
聞
5
1
0
号
企
画
案
、主
張
案
、

行
事
に
つ
い
て
検
討
・
確
認
。

・
第
3
8
0
回
歯
科
幹
事
会
、7
月

20
日（
金
）。今
年
度
の
歯
科
行
事
・

組
織
拡
大
、審
査
・
診
療
報
酬
・
指

導
・
監
査
改
善
対
策
、歯
科
を
め
ぐ

る
政
策
課
題
お
よ
び
医
療
運
動
、

歯
科
に
関
す
る
情
報
発
信
に
つ
い

て
検
討
、確
認
。

・
歯
科
施
設
基
準
研
修
会
、7
月
21

日（
土
）の
開
催
報
告
。

・
第
2
9
4
回
医
科
社
保
学
術
部

会
、7
月
23
日（
月
）。保
険
請
求
等

Ｑ
＆
Ａ
、適
時
調
査
に
関
す
る
対

策
、点
数
改
定
に
つ
い
て
、行
事
の

検
討
の
確
認
。

・
総
務
財
政
部
会
、
7
月
31
日

（
火
）。医
療
運
動
対
策
、各
部
の
活

動
と
対
策
、行
事
・
会
議
予
定
等
の

検
討
、確
認
お
よ
び
理
事
会
議
題

準
備
。

・
第
2
0
2
回
歯
科
社
保
対
策
部

会
、8
月
7
日（
火
）。点
数
等
Ｑ
＆

Ａ
、診
療
報
酬
・
審
査
改
善
対
策
、

指
導
・
監
査
改
善
対
策
に
つ
い
て

検
討
、確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事
報

告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現
勢
報

告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

・
診
療
報
酬
改
定
不
合
理
是
正
の

取
組
み
と
し
て
、保
団
連
歯
科
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
決
定
。

・「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負

担
増
」の
取
組
み
と
し
て
、「
憲
法
・

い
の
ち
・
社
会
保
障
ま
も
る
10
・
11

国
民
集
会
」へ
の
参
加
を
予
定
。

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

税
務
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み
を

決
定
。

②
広
島
保
険
医
新
聞
9
月
号
主
張

案
の
テ
ー
マ
を
検
討
、確
認
。

③
審
査
、指
導
問
題
対
策

・
会
員
か
ら
の
相
談
対
応
の
報
告
。

④
広
報
文
化
部

・
今
年
度
の
講
演
会
、文
化
行
事
企

画
を
決
定
。

⑤
共
済
部

・
保
険
医
年
金
の
配
当
、適
用
利
率

等
の
確
認
。

・
休
保
制
度
の
給
付
審
査
。

⑥
総
務
財
政
部

・
西
日
本
豪
雨
災
害
の
会
員
被
災

状
況
を
確
認
。災
害
発
生
時
か
ら

の
対
応
と
今
後
の
予
定
を
確
認
。

救
援
募
金
の
使
途
等
を
決
定
。

・
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
役
員
参
加
の
確
認
と
手
当
等

支
給
範
囲
の
決
定
。

・
懇
親
会
の
決
定
方
法
に
関
す
る

提
案
に
つ
い
て
検
討
。既
定
の
取

扱
い
と
す
る
こ
と
を
確
認
。

・
保
険
活
用
セ
ミ
ナ
ー
の
提
案
を

検
討
、開
催
し
な
い
こ
と
を
決
定
。

⑦
協
会
行
事

・
医
科
研
究
会
、歯
科
施
設
基
準
研

修
会（
広
島
）、歯
科
臨
床
座
談
会
、

も
み
じ
茶
話
会
、医
科
適
時
調
査

対
策
研
修
会
の
日
程
等
を
確
認
。

⑧
各
専
門
部
会
等

・
日
程
の
確
認
。

⑨
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等
を
確

認
。

・
保
団
連
病
院
・
有
床
診
療
所
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
会
員
補
助
を
決
定
。

⑩
そ
の
他

・
平
和
の
た
め
の
広
島
の
戦
争
展

募
金
へ
の
協
力
を
決
定
。

・
加
盟
団
体
の
行
事
、ニ
ュ
ー
ス
等

で
取
り
組
み
状
況
を
確
認
。
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上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労
務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日

時
に
つ
き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　

税
務 

労
務
」相
談

　

ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　

税
務 

労
務
」相
談

　

ご
利
用
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

17
21

　

銀
行
カ
ー
ド
を
置
き
忘
れ
た

が
、返
還
さ
れ
て
ホ
ッ
ト
し
た
ら
、

銀
行
員
を
確
保
し
て
い
た「
ヒ
モ

が
ほ
ど
け
て
」行
方
不
明
。翌
日
返

還
さ
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
。安
心
し
て

想
定
内
の
こ
と
が
発
生
す
る
の
を

点
検
す
る
の
を
お
こ
た
っ
た
の

だ
。イ
タ
リ
ア
の
つ
り
橋
の
崩
落

も
だ
。「
日
米
安
保
」も
い
ず
れ「
ほ

ど
け
る
」日
が
来
る
。3
・
11（
フ

ク
シ
マ
）、4
・
26（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
）、3
・
28（
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
）

如
く
、Ｎ
Ｐ
Ｐ（
原
発
）も「
ほ
ど
け

る
」。3
・
11
以
後
、太
陽
光
発
電
、

風
力
発
電
、地
熱
発
電
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
投
資
が
拡
大
し
て
い
る
の
は

「
い
い
ね
」で
あ
る
。ペ
ニ
ン
ス
ラ

の
非
核
武
装
の
話
し
合
い
も「
い

い
ね
」で
あ
ろ
う
。「
Ｎ
Ｐ
Ｐ 

核
武

装
ま
で
の 

隠
れ
蓑
」に
な
ら
ぬ
様

に
気
を
つ
け
よ
う
。�

（
靖
）

編
集
後
記

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

書籍のご注文は協会事務局まで　電話（082）262－5424 　ＦＡＸ（082）262ー5427 

社保 再審査等
請求書

A4版30枚つづり
●ご希望の方は協会まで。
　国保の用紙もあります。

月刊保団連臨時増刊
「保険医のための　　　
　　　　災害対策必携」
（医科・歯科会員対象）

会員1冊無料
（2冊目からは定価1500円）

2017年2月発行
○定価：1500円（税込）

オンライン請求の落とし穴
をセルフチェック

請求事務担当者必見！

　オンライン請求に関する診療報
酬未払いの事例が発生しているこ
とから、保団連では「セルフチェッ
クのページ」をホームページに作成

しました。ご活用ください！
http://www.cypher-web.jp/online/

※ 保団連ホームページの「新着情
報」または「トピックス」一覧から
入れます。

※ スマートフォン
の場合は、右の
ＱＲコードから
でもアクセス可
能です。

労
災
診
療
等
の
手
引（
医
科
・
歯
科
共
通
）

　
現
行
の
労
災
保
険
改
定
に
基
づ
く
記
載
、「
公
費
負
担
医

療
等
の
手
引
」収
載
の
交
通
事
故
の
医
療
を
併
せ
て
掲
載
。

会
員
1
冊
無
料
　
2
冊
目
か
ら
定
価（
2
0
0
0
円
）

【医科関連書籍のご案内】
○届出医療の活用と留意点 2018 － 2019 年版
2018 年診療報酬改定での変更点を網羅。施設基準などの効率的な管
理に適した届出チェック表や日常管理チェック表も掲載。適時調査
実施要領の重点対象項目もわかりやすくマークするなど、さらに充
実した内容。

••••••••••••••••••••••••••

○在宅医療点数の手引－診療報酬と介護報酬　2018 年度改定
版（10 月下旬発行予定）
難解な在宅点数を学ぶうえでの読みやすさ向上を重視。在宅医療の
最前線で活躍される先生、これから在宅医療に取り組まれる先生、
いずれの場面にも対応できる 1 冊。
会員 1冊無料　2冊目から定価（届出医療の活用と留意点：6000 円、
在宅医療点数の手引：5000 円）


